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１．当四半期決算に関する定性的情報

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 なお、第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13

日）第39項に掲げられた定め等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としておりま

す。 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）におけるわが国経済は、中国をはじめとした

新興国の景気減速の影響は懸念されるものの、国内においては企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に、景気は緩

やかな回復基調にあり、個人消費は総じて底堅い動きとなりました。

このような経済状況のもと、当第３四半期連結累計期間における、当社および当社の関係会社（以下「当社グルー

プ」という）の業績は、特に主力のジュエリー・アート事業において、当第２四半期までの好調さを秋口からクリス

マス時期という需要期も維持する形で、集客および受注の伸びが続きました。

エステ事業においても、売上高前年比２ケタ成長を継続中であり、またグループ全体での費用については、効率的

な広告宣伝費の使用をはじめ抑制的使用が功を奏しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高98億52百万円（前年同四半期比71.9％増）、営業

利益13億93百万円（前年同四半期は、営業損失85百万円）、経常利益13億76百万円（前年同四半期は、経常損失１億

97百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益12億48百万円（前年同四半期は、親会社株主に帰属する四半期純損

失１億32百万円）となりました。

 

セグメントごとの状況は以下のとおりです。

当社グループは、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より事業セグメントの名称を従来の「ブライダル事

業」から「ジュエリー・アート事業」に変更しております。

 

①ジュエリー・アート事業

当第３四半期連結累計期間における、ジュエリー・アート事業の売上高は75億49百万円、セグメント利益は11億77

百万円となりました。当第２四半期までの好調さを継続し、集客数の増加に乗ずる成約率の向上により売上の拡大が

続いております。月間売上高で開店以来の最高値を更新する店舗も出始めており、業績回復が確実なものになってき

たと認識しております。今後も、社員教育や営業推進に注力し、体制の整備・チェックを怠ることのないよう取り組

んでいきます。また、来期以降の更なる売上・シェア拡大に効果的な店舗の出店のためのリサーチを再開しており、

まずはその第一弾として「銀座ダイヤモンドシライシ町田マルイ店」を今年３月に開設予定です。今後も収益性を念

頭に置きながら、業績の向上に有効な販売促進策の調査・企画を進めてまいります。

 

②エステ事業

当第３四半期連結累計期間における、エステ事業の売上高は23億３百万円、セグメント利益は２億40百万円となり

ました。集客から成約そして施術までの一連の体制整備が進み、安定的に売上を上げることが出来る構造が整いつつ

あり、第３四半期においても業績が伸長しております。前期平成27年３月期の第４四半期では、同第３四半期までの

累計利益を減少させる結果となりましたが、今季においては売上の底上げを図りながら、収益を落とさぬ様進めてま

いります。なお、平成27年12月15日公表の通り、現地法人運営により香港および上海に海外店舗を出店しておりま

す。当社グループ全体でのサービス品質や技術レベルの向上から、新たな商品・サービスの開発まで、今後は国内だ

けにとどまらない事業規模の拡大を目指し取り組んでまいります。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の部） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ13億27百万円増加（前連結会計年度末比27.0％増）し、62億39百万円となり

ました。主な要因としては、現金及び預金の増加２億54百万円、受取手形及び売掛金の増加９億43百万円、商品及び

製品の減少４億53百万円などによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億69百万円増加（同4.9％増）し、36億８百万円となりました。主な要因

としては、有形固定資産の増加１億55百万円などによるものであります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ14億96百万円増加（同17.9％増）し、98億47百万円となりました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億51百万円増加（前連結会計年度末比7.1％増）し、38億15百万円となり

ました。主な要因としては、支払手形及び買掛金の減少65百万円、未払金及び未払費用の減少90百万円、未払法人税

等の増加２億20百万円、前受金の増加３億29百万円などによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少（同1.8％減）し、1億90百万円となりました。主な要因として

は、退職給付に係る負債の減少３百万円などによるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度に比べ２億48百円増加（同6.6％増）し、40億６百万円となりました。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ12億48百万円増加（前連結会計年度末比27.2％増）し、58億41百万円となりま

した。主な要因としては、利益剰余金の増加12億48百万円によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は59.3％（前連結会計年度末は55.0％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期通期連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成27年11月13日に公表いたしまし

た業績予想を平成28年１月26日に修正しております。詳細につきましては、同日公表いたしました「通期連結業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は業況

の変化や予期せぬ事象の発生などによって、大きく異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 811,819 1,066,419 

受取手形及び売掛金 1,372,245 2,316,113 

商品及び製品 2,514,429 2,061,067 

原材料及び貯蔵品 55,292 81,838 

前払費用 125,399 119,058 

短期貸付金 340 166,460 

繰延税金資産 1,148 141,266 

その他 31,669 288,160 

貸倒引当金 △270 △827 

流動資産合計 4,912,074 6,239,557 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 536,378 714,969 

車両運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 931,237 1,077,911 

建設仮勘定 169,875 379 

有形固定資産合計 1,637,491 1,793,260 

無形固定資産    

ソフトウエア 20,036 19,208 

電話加入権 4,932 4,932 

のれん 408,304 392,464 

その他 14,790 14,790 

無形固定資産合計 448,064 431,397 

投資その他の資産    

長期前払費用 18,102 11,943 

長期貸付金 638 － 

敷金及び保証金 1,073,254 1,049,782 

繰延税金資産 － 9,042 

その他 274,993 326,496 

貸倒引当金 △13,521 △13,521 

投資その他の資産合計 1,353,467 1,383,743 

固定資産合計 3,439,023 3,608,401 

資産合計 8,351,098 9,847,959 

 

- 5 -

㈱シーマ（7638）　平成28年３月期　第３四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 209,434 143,880 

短期借入金 1,510,000 1,520,000 

1年内償還予定の社債 50,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 300,000 60,000 

未払金及び未払費用 587,021 496,802 

未払法人税等 59,847 279,918 

前受金 785,946 1,115,698 

その他 62,015 199,562 

流動負債合計 3,564,265 3,815,862 

固定負債    

退職給付に係る負債 190,416 187,120 

長期未払金 3,338 3,119 

その他 500 500 

固定負債合計 194,255 190,739 

負債合計 3,758,520 4,006,602 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,617,252 2,617,252 

資本剰余金 2,376,152 2,376,152 

利益剰余金 △392,438 856,248 

自己株式 △1,979 △2,033 

株主資本合計 4,598,986 5,847,619 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △6,409 △6,263 

その他の包括利益累計額合計 △6,409 △6,263 

純資産合計 4,592,577 5,841,356 

負債純資産合計 8,351,098 9,847,959 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 5,730,582 9,852,503 

売上原価 2,118,436 4,272,588 

売上総利益 3,612,146 5,579,914 

販売費及び一般管理費 3,698,059 4,186,473 

営業利益又は営業損失（△） △85,912 1,393,441 

営業外収益    

受取利息 4,150 431 

未払配当金除斥益 2,870 － 

その他 2,504 1,546 

営業外収益合計 9,524 1,978 

営業外費用    

支払利息 16,174 14,007 

社債利息 1,482 353 

為替差損 2,423 4,632 

株式交付費 100,573 － 

その他 50 50 

営業外費用合計 120,705 19,042 

経常利益又は経常損失（△） △197,093 1,376,376 

特別利益    

固定資産売却益 468 － 

受取和解金 168,555 － 

特別利益合計 169,024 － 

特別損失    

固定資産除却損 － 914 

減損損失 42,002 4,145 

特別損失合計 42,002 5,060 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△70,071 1,371,315 

法人税、住民税及び事業税 65,925 271,788 

法人税等調整額 △3,386 △149,160 

法人税等合計 62,538 122,628 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △132,610 1,248,687 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△132,610 1,248,687 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △132,610 1,248,687 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △845 146 

その他の包括利益合計 △845 146 

四半期包括利益 △133,455 1,248,833 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △133,455 1,248,833 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  

ジュエリー・ 
アート事業 

エステ事業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,668,689 1,061,892 5,730,582 － 5,730,582 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
6 － 6 △6 － 

計 4,668,696 1,061,892 5,730,589 △6 5,730,582 

セグメント利益又は損

失（△） 
△148,167 80,792 △67,374 △18,538 △85,912 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額18,538千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「ジュエリー・アート事業」セグメントにおいて、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は、当第３四半期連結累計期間においては、42,002千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 「エステ事業」セグメントにおいて、平成26年７月28日付で株式会社ニューアート・ラ・パルレの全株式を取

得し、連結子会社といたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間におい

て422,383千円であります。
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 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  

ジュエリー・ 
アート事業 

エステ事業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,548,969 2,303,534 9,852,503 － 9,852,503 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
74 － 74 △74 － 

計 7,549,043 2,303,534 9,852,577 △74 9,852,503 

セグメント利益 1,177,716 240,266 1,417,983 △24,542 1,393,441 

（注）１．セグメント利益の調整額24,542千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２.報告セグメントの変更等に関する事項

 当社グループは、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より事業セグメントの名称を従来の「ブライダル

事業」から「ジュエリー・アート事業」に変更しております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、名称変更後の区分に基づき作成したものを開示してお

ります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「ジュエリー・アート事業」セグメントにおいて、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は、当第３四半期連結累計期間においては、4,145千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。
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